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賛否が分かれた議案
（5月臨時会）

　　　　　　　　　議　員　名 
 

　議　案　名

議
決
結
果

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16
秋
鹿
幹
夫

平
山
雅
規

宮
薗
博
香

山
﨑
義
貞

庄
内
賢
一

鈴
木
和
彦

齋
藤
順
一

森
川
　
忠

川
島
　
仁

川
島
富
士
子

鈴
木
克
征

野
村
和
好

山
﨑
貞
一

鈴
木
唯
夫

八
角
健
一

川
島
勝
美

議案第２号 
専決処分の承認を求めることについ
て （横芝光町国民健康保険税条例
の一部を改正する条例の制定）

原
案
可
決

○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○

議案第５号 
南条小学校屋内運動場改築工事請
負契約の締結について

原
案
可
決

○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○

○ = 賛成　　　● = 反対　　　－ = 議長　　　	

意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

�

（
同
意
・
全
会
一
致
）

人
権
擁
護
委
員
の
深
田
正
一

氏
及
び
越
川
い
つ
子
氏
の
２
名

の
任
期
が
平
成
27
年
６
月
30
日

を
も
っ
て
満
了
と
な
る
こ
と
か

ら
、
越
川
い
つ
子
氏
を
再
任
し
、

新
た
に
布
施
貞
雄
氏
を
人
権
擁

護
委
員
と
し
て
推
薦
し
た
く
、

人
権
擁
護
委
員
法
の
規
定
に
よ

り
、
議
会
の
同
意
を
求
め
る
も

の
で
す
。

議
案
第
５
号

南
条
小
学
校
屋
内
運
動
場
改
築

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て(
可
決
・
賛
成
多
数)

南
条
小
学
校
屋
内
運
動
場
改

築
工
事
請
負
契
約
の
予
定
価
格

が
条
例
で
定
め
る
基
準
に
該
当

す
る
た
め
、
地
方
自
治
法
の
規

定
に
よ
り
、
議
会
の
議
決
を
求

め
る
も
の
で
す
。

報
告
第
１
号

専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

（
横
芝
光
町
使
用
料
及
び
手
数

料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
）（
了
承
）

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適

正
化
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
横
芝
光
町
使
用
料

�
(

可
決
・
賛
成
多
数)

地
方
税
法
施
行
令
の
一
部
を

改
正
す
る
政
令
が
本
年
３
月
31

日
に
公
布
さ
れ
、
４
月
１
日
か

ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
等
に
伴
い
、

国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
限
度

額
の
引
上
げ
及
び
減
額
措
置
に

係
る
軽
減
判
定
所
得
の
算
定
方

法
等
の
変
更
に
つ
い
て
、
横
芝

光
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正
を
緊
急
に
行
う
必
要

が
あ
っ
た
た
め
、
議
会
を
招
集

す
る
時
間
的
余
裕
が
な
い
と
認

め
、
地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ

り
専
決
処
分
を
し
た
の
で
、
議

会
に
報
告
し
承
認
を
求
め
る
も

の
で
す
。　

議
案
第
３
号

横
芝
光
町
監
査
委
員
の
選
任
に

つ
い
て�

（
同
意
・
全
会
一
致
）

横
芝
光
町
監
査
委
員
と
し

て
、
鈴
木
克
征
氏
を
選
任
し
た

い
の
で
、
地
方
自
治
法
の
規
定

に
よ
り
、
議
会
の
同
意
を
求
め

る
も
の
で
す
。

議
案
第
４
号

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き

議
案
第
１
号

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て
（
横
芝
光
町
税
条

例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
）�(

可
決
・
全
会
一
致)

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
が
本
年
３
月
31
日
に

公
布
さ
れ
、
４
月
１
日
か
ら
施

行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
ふ
る

さ
と
納
税
の
申
告
特
例
の
新
設
、

軽
自
動
車
税
の
グ
リ
ー
ン
化
特

例
の
導
入
及
び
た
ば
こ
税
の
特

例
税
率
の
廃
止
の
ほ
か
、
法
律

改
正
に
伴
う
所
要
の
規
定
の
整

備
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
、
横

芝
光
町
税
条
例
等
の
一
部
改
正

を
緊
急
に
行
う
必
要
が
あ
っ
た

た
め
、
議
会
を
招
集
す
る
時
間

的
余
裕
が
な
い
と
認
め
、
地
方

自
治
法
の
規
定
に
よ
り
専
決
処

分
を
し
た
の
で
、
議
会
に
報
告

し
承
認
を
求
め
る
も
の
で
す
。

議
案
第
２
号

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て
（
横
芝
光
町
国
民

健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
）

及
び
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

を
行
う
必
要
が
あ
っ
た
た
め
、

地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
報

告
す
る
も
の
で
す
。

報
告
第
２
号

専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

（
横
芝
光
町
公
の
施
設
に
係
る

指
定
管
理
者
の
指
定
の
手
続
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
）�

（
了
承
）

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び

運
営
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
横
芝
光
町
公
の
施

設
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定

の
手
続
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
を
行
う
必
要
が
あ
っ
た

た
め
、
地
方
自
治
法
の
規
定
に

よ
り
議
会
の
委
任
に
よ
る
専
決

処
分
を
し
た
の
で
、
同
条
の
規

定
に
よ
り
報
告
す
る
も
の
で
す
。

報
告
第
３
号

専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

（
横
芝
光
町
国
民
健
康
保
険
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
）（
了
承
）

国
民
健
康
保
険
法
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
横
芝
光
町
国
民
健

康
保
険
条
例
の
一
部
改
正
を
行

う
必
要
が
あ
っ
た
た
め
、
地
方

自
治
法
の
規
定
に
よ
り
議
会
の

委
任
に
よ
る
専
決
処
分
を
し
た

の
で
、
同
条
の
規
定
に
よ
り
報

告
す
る
も
の
で
す
。

議
案
の
概
要

５
月
臨
時
会
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 真の融和のもと
　　　町の発展を
 

  番　号 件　　　名 議決結果

発議第１号 横芝光町議会委員会条例の一部を改正する条例の制定について 可決
発議第２号 横芝光町議会政務活動費の交付に関する条例の制定について 可決
発議第３号 越川輝男議員の本会議欠席に関する議員辞職勧告決議について 可決

議案第１号 横芝光町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の
一部を改正する条例の制定について 可決

議案第２号 横芝光町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定に
ついて 可決

議案第３号 横芝光町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例の制定に
ついて 可決

議案第４号 横芝光町公共施設総合管理基金条例の制定について 可決
議案第５号 横芝光町屋形海岸駐車場条例の一部を改正する条例の制定について 可決
議案第６号 横芝光町営住宅条例の一部を改正する条例の制定について 可決
議案第７号 児童福祉法の改正等に伴う関係条例の整理に関する条例の制定について 可決
議案第８号 横芝光町児童遊園条例の一部を改正する条例の制定について 可決

議案第９号
横芝光町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支
援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条
例の制定について

可決

議案第 10 号 横芝光町地域包括支援センターの人員及び運営に関する基準を定める条例
の制定について 可決

議案第 11 号 横芝光町介護保険条例の一部を改正する条例の制定について 可決

議案第 12 号 横芝光町児童クラブ条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例の制
定について 可決

議案第 13 号 地方教育行政の組織及び運営に関する法律の改正に伴う関係条例の整理に関す
る条例の制定について 可決

議案第 14 号 横芝光町教育委員会教育長の勤務時間その他の勤務条件に関する条例の制
定について 可決

議案第 15 号 横芝光町教育委員会教育長の職務に専念する義務の特例に関する条例の制
定について 可決

議案第 16 号 山武郡市広域行政組合規約の変更に関する協議について 可決
議案第 17 号 町道路線の認定及び廃止について 可決
議案第 18 号 区域外路線の認定の承諾について 可決
議案第 19 号 平成 26年度横芝光町一般会計補正予算（第５号）について 可決
議案第 20 号 平成 26年度横芝光町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）について 可決
議案第 21 号 平成26年度横芝光町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）について 可決
議案第 22 号 平成 26年度横芝光町介護保険特別会計補正予算（第３号）について 可決

議案第 23 号 平成 26 年度横芝光町営東陽食肉センター特別会計補正予算（第４号）に
ついて 可決

議案第 24 号 平成 26年度横芝光町病院事業会計補正予算（第２号）について 可決
議案第 25 号 平成 27年度横芝光町一般会計予算について 可決
議案第 26 号 平成 27年度横芝光町国民健康保険特別会計予算について 可決
議案第 27 号 平成 27年度横芝光町後期高齢者医療特別会計予算について 可決
議案第 28 号 平成 27年度横芝光町介護保険特別会計予算について 可決
議案第 29 号 平成 27年度横芝光町農業集落排水事業特別会計予算について 可決
議案第 30 号 平成 27年度横芝光町営東陽食肉センター特別会計予算について 可決
議案第 31 号 平成 27年度横芝光町病院事業会計予算について 可決
報告第１号 専決処分の報告について（和解及び損害賠償額の決定） －

議案等審議結果一覧

３
月
定
例
会　
　
　
　
　
　
　



一
般
質
問
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Ｑ
今
回
の
質
問
は
、
4
年
間

に
わ
た
る
議
会
活
動
の
総
決
算

の
つ
も
り
で
、
こ
れ
ま
で
述
べ

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
意
見
・
提

言
等
の
確
認
と
い
う
趣
旨
で
質

問
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
①
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
策
定
さ
れ
て

い
る
「
海
浜
交
流
事
業
」
は
。

A
海
浜
交
流
ゾ
ー
ン
と
し
て

マ
リ
ン
ピ
ア
く
り
や
ま
が
わ
、

栗
山
川
漁
港
、
こ
ど
も
の
国
跡

地
周
辺
、
屋
形
海
岸
一
帯
を
海

浜
交
流
拠
点
と
位
置
付
け
、
白

砂
青
松
の
保
全
・
育
成
を
し

て
い
く
と
と
も
に
海
浜
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
地
と
し
て
の
交
流

機
能
や
栗
山
川
漁
港
と
連
携
し

た
活
性
化
を
進
め
る
と
し
て
お

り
ま
す
。
今
後
、海
浜
交
流
ゾ
ー

ン
は
防
災
事
業
で
景
観
が
大
き

く
変
化
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す

の
で
、
そ
の
状
況
を
見
な
が
ら

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
や
ド
ッ
グ
ラ

ン
等
有
効
な
活
用
方
法
を
検
討

し
て
参
り
ま
す
。

Ｑ
②
「
観
光
立
町
横
芝
光
」

を
目
指
し
て
の
取
り
組
み
は
。

A
地
方
創
生
の
観
点
か
ら

も
観
光
を
産
業
と
し
て
育
て
て

ゆ
く
こ
と
は
重
要
で
あ
り
ま
す

が
、
観
光
立
町
の
実
現
に
は
、

現
在
検
討
を
進
め
て
い
る
産
直

交
流
施
設
と
併
せ
、
町
内
産
品

を
用
い
た
商
品
開
発
、
農
業
体

験
の
検
討
な
ど
民
間
の
力
を
生

か
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

さ
ら
に
は
地
域
の
魅
力
に
加

え
、
そ
れ
ら
を
活
用
す
る
ア
イ

デ
ィ
ア
や
実
行
力
を
持
っ
た
人

的
資
源
と
強
い
意
欲
が
必
要
で

あ
り
ま
す
の
で
、
広
く
町
民
の

皆
様
の
ご
参
加
を
頂
き
な
が
ら

進
め
て
参
り
ま
す
。

Ｑ
③
「
横
芝
光
版
地
方
創
生
」

の
取
り
組
み
は
。

A
総
合
戦
略
に
つ
き
ま
し
て

は
、
町
民
や
産
業
界
、
教
育
機

関
、
金
融
機
関
等
の
方
々
か
ら

幅
広
く
意
見
を
お
聞
き
し
、
本

年
の
秋
ご
ろ
を
目
途
に
取
り
ま

と
め
る
予
定
で
す
。
ま
た
策
定

に
当
た
り
ま
し
て
は
、
柔
軟
な

発
想
に
よ
る
施
策
の
検
討
を
行

う
た
め
、
役
場
内
組
織
と
し
て
、

意
欲
と
能
力
の
あ
る
若
手
職
員

に
よ
る
チ
ー
ム
を
早
々
に
立
ち

上
げ
ま
す
。

Ｑ
④
「
町
財
政
の
健
全
化
と

税
収
増
策
」
に
つ
い
て
で
す
が
、

「
徹
底
し
た
行
財
政
改
革
」
に

よ
る
歳
出
の
削
減
は
も
ち
ろ
ん

大
事
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
に

も
ま
し
て
大
事
な
の
は
経
済
の

活
性
化
と
産
業
の
振
興
に
よ
る

税
収
増
策
と
考
え
ま
す
が
。

A
歳
入
増
対
策
は
当
町
の
重

要
課
題
で
あ
り
ま
す
の
で
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

合
併
10
周
年
に
向
け
「
町
の

発
展
と
町
民
の
幸
せ
」
の
為
、

不
退
転
の
決
意
で
任
務
遂
行
に

邁
進
さ
れ
る
こ
と
を
お
願
い
申

し
上
げ
、
4
年
間
の
締
め
く
く

り
と
い
た
し
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

浅野 孝男 議員

 真の融和のもと
　　　町の発展を
 

議　員　名

議　案　名

議
決
結
果

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18

鈴
　
木
　
和
　
彦

齋
　
藤
　
順
　
一

浅
　
野
　
孝
　
男

杉
　
森
　
幹
　
男

森
　
川
　
　
　
忠

五
木
田
　
平
　
和

川
　
島
　
　
　
仁

若
　
梅
　
喜
　
作

川
　
島
　
富
士
子

鈴
　
木
　
克
　
征

野
　
村
　
和
　
好

山
　
﨑
　
貞
　
一

伊
　
藤
　
圀
　
樹

川
　
島
　
　
　
透

鈴
　
木
　
唯
　
夫

八
　
角
　
健
　
一

川
　
島
　
勝
　
美

越
　
川
　
輝
　
男

発議第２号
横芝光町議会政務活動費の交付に関する条例の制定に
ついて

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ◦ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ● ●

発議第３号
越川輝男議員の本会議欠席に関する議員辞職勧告決議
について

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ● ● ● ○ ● ○ － ● ○ ● ● 除

議案第４号
横芝光町公共施設総合管理基金条例の制定について

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ● 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○

議案第５号
横芝光町屋形海岸駐車場条例の一部を改正する条例の
制定について

原案
可決 ○ ○ ● ○ ● 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○

議案第９号
横芝光町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並
びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的
な支援の方法に関する基準を定める条例の制定について

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ●

議案第 10 号
横芝光町地域包括支援センターの人員及び運営に関す
る基準を定める条例の制定について

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ●

議案第 21 号
平成 26年度横芝光町後期高齢者医療特別会計補正予
算（第２号）について

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ●

賛否が分かれた議案 （３月定例会）

○ = 賛成　　　● = 反対　　　－ = 議長　　　欠 = 欠席　　　除 = 除斥
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Ｑ
国
の
補
正
予
算
の
活
用
は

A
平
成
26
年
度
国
の
補
正
予

算
第
１
号
が
「
地
方
へ
の
好
循

環
拡
大
に
向
け
た
緊
急
対
策
」

の
実
行
に
向
け
、
平
成
27
年
２

月
３
日
に
成
立
し
ま
し
た
。
当

町
で
は
主
に
、
現
下
の
経
済
情

勢
等
を
踏
ま
え
た
生
活
者
・
事

業
者
へ
の
支
援
と
し
て
措
置
さ

れ
た
予
算
の
活
用
と
し
て
、
地

方
創
生
先
行
事
業
及
び
地
方
創

生
商
品
券
（
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

品
券
）
発
行
事
業
を
展
開
し
て

ま
い
り
ま
す
。

Ｑ
「
認
知
症
簡
易
チ
ェ
ッ
ク

シ
ス
テ
ム
」
の
導
入
を

A
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
認

知
症
の
人
は
、
平
成
24
年
時
点

で
全
国
に
約
４
６
２
万
人
、
認

知
症
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
軽

度
認
知
障
害
の
高
齢
者
も
約

４
０
０
万
人
い
る
と
推
計
さ
れ

て
い
ま
す
。
当
町
で
は
、
認
知

症
の
人
は
約
１
１
４
０
人
、
軽

度
認
知
障
害
の
人
は
９
９
０
人

と
推
測
さ
れ
、
認
知
症
へ
の
対

策
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

認
知
症
は
早
期
に
発
見
し
、
早

期
診
断
が
有
効
で
あ
る
と
い
わ

れ
て
お
り
、
全
国
の
い
く
つ
か

の
自
治
体
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
20
問
程
度
の
問
診
に
答
え

る
だ
け
で
本
人
や
そ
の
家
族
で

も
認
知
症
の
リ
ス
ク
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
、
結
果
に
基
づ

き
受
診
や
相
談
先
を
案
内
す
る

「
認
知
症
簡
易
チ
ェ
ッ
ク
シ
ス
テ

ム
」
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
当

町
で
は
、
今
後
認
知
症
の
早
期

発
見
と
啓
発
を
図
る
手
段
と
し

て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ
「
空
家
対
策
特
別
措
置
法
」

に
伴
う
本
町
の
取
組
は

A
先
の
臨
時
国
会
で
、「
空
家

対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措

置
法
」、
い
わ
ゆ
る
「
空
家
対
策

特
措
法
」
が
成
立
し
、
平
成
26

年
11
月
27
日
に
公
布
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
本
年
２
月
26
日
に

空
家
対
策
を
進
め
る
た
め
の「
空

家
等
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的

か
つ
計
画
的
に
実
施
す
る
た
め

の
基
本
的
な
指
針
」
を
決
定
し
、

公
表
さ
れ
ま
し
た
。
町
で
は
今

後
、
こ
の
基
本
方
針
に
即
し
た

対
応
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

※
そ
の
他
の
質
問

・
地
方
創
生
の
た
め
の
長
期
戦

略
に
つ
い
て

・
行
財
政
改
革
の
新
年
度
の
実

施
計
画
に
つ
い
て

・
地
方
公
会
計
の
更
な
る
整
備

推
進
に
つ
い
て

・
税
制
改
正
の
影
響
に
つ
い
て

・
ご
当
地
キ
ャ
ラ
「
よ
こ
ぴ
ー
」

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
交
付
に
つ

い
て

・「
災
害
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
に
つ
い
て
―
避
難
所
運

営
を
中
心
と
し
た
防
災
訓
練
を

実
施
し
て
は
。
町
民
の
防
災
教

育
の
一
環
と
し
て
群
馬
大
学
の
片

田
教
授
の
講
演
を
依
頼
し
て
は
。

国の補正予算の活用は
　地方創生先行事業と
　　　地方創生商品券発行事業を展開

川島　富士子 議員

Ｑ
地
方
創
生
大
型
交
付
金
の

金
額
と
具
体
的
施
策
は

A
「
地
方
創
生
先
行
型
」
と

「
地
域
消
費
喚
起
・
生
活
支
援

型
」
の
二
つ
の
型
に
分
か
れ

る
。
そ
の
う
ち
「
地
域
消
費
喚

起
・
生
活
支
援
型
」
に
絞
り
ま

す
が
、
都
道
府
県
及
び
市
町
村

が
昨
年
12
月
に
閣
議
決
定
さ

れ
た
「
地
方
へ
の
好
循
環
拡
大

に
向
け
た
緊
急
経
済
対
策
」
に

対
応
し
、
地
域
に
お
け
る
消
費

喚
起
や
こ
れ
に
直
接
効
果
を
有

す
る
生
活
支
援
を
推
進
す
る
た

め
に
実
施
す
る
事
業
に
要
す
る

経
費
に
対
し
、
国
が
交
付
金
を

交
付
す
る
こ
と
に
よ
り
緊
急
経

済
対
策
の
速
や
か
で
着
実
な
実

施
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

お
り
総
額
は
２
５
０
０
億
円
で

す
。
当
町
へ
の
交
付
限
度
額
は

４
５
５
９
万
9
千
円
で
す
。
加

え
て
県
か
ら
の
交
付
金
の
一
部

を
充
て
市
町
村
と
連
携
し
「
プ

レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
」
の
発

行
事
業
と
し
ま
し
た
。
具
体
的 森川　忠 議員

に
は
1
万
円
の
購
入
で
3
千
円

を
プ
レ
ミ
ア
ム
と
し
て
付
け
る

予
定
で
す
。
ま
た
多
子
世
帯

（
高
校
三
年
生
以
下
の
子
供
さ
ん

が
３
人
以
上
い
る
世
帯
）
に
無

料
進
呈
し
ま
す
。
一
般
世
帯
は

2
万
円
の
購
入
を
限
度
に
販
売

し
、
役
場
か
ら
の
葉
書
等
で
管

理
を
し
、
偏
る
事
の
無
い
よ
う

に
と
予
定
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
デ
マ
ン
ド
（
乗
り
合
い
タ

ク
シ
ー
）
の
実
績
は

A
昨
年
12
月
1
日
か
ら
運
行

開
始
し
ま
し
た
が
、
事
前
登
録

制
と
な
っ
て
い
ま
す
。
3
月
1

日
現
在
１
２
２
１
人
が
登
録
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
後
一
割
程
度

の
付
与
し
た
回
数
券
販
売
等
や

高
齢
者
の
運
転
免
許
返
納
者
に

対
す
る
回
数
券
や
無
料
乗
車
券 デマンドタクシー

配
布
な
ど
の
優
遇
策
も
検
討
し

て
い
き
ま
す
。
利
用
実
績
は
一

日
当
た
り
35
人
程
度
で
順
調
に

推
移
し
て
い
ま
す
が
、
周
知
も

広
報
等
で
実
施
、
よ
り
使
い
勝

手
の
良
い
「
デ
マ
ン
ド
交
通
シ
ス

テ
ム
」
を
目
指
し
ま
す
。
さ
ら

に
は
「
乗
合
い
タ
ク
シ
ー
」
の

愛
称
の
募
集
を
よ
り
町
民
の
皆

様
に
愛
さ
れ
る
よ
う
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。
循
環
バ
ス
も
4
台

か
ら
2
台
に
減
ら
し
併
用
し
て

い
ま
す
が
、
大
幅
な
利
用
者
減

と
な
り
今
後
検
討
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
循
環
バ
ス
運
行
変

更
に
対
す
る
苦
情
や
、
批
判
的

な
ご
意
見
は
届
い
て
い
ま
せ
ん
。

今
後
循
環
バ
ス
の
存
続
問
題
も

含
め
「
公
共
交
通
会
議
」
で
ご

協
議
頂
き
判
断
し
て
い
き
ま
す
。

※
他
に
駅
前
広
場
改
良
工
事
に

つ
い
て
は
一
部
遅
れ
も
あ
り
ま

す
が
、
交
差
点
改
良
工
事
に
つ

い
て
は
県
の
事
業
で
あ
り
用
地

及
び
補
償
に
つ
い
て
一
部
地
権

者
と
の
交
渉
に
日
数
を
要
し
て

お
り
で
き
る
だ
け
早
期
の
事
業

着
手
を
望
ん
で
い
ま
す
。

地
方
創
生
大
型
交
付
金
の
使
途
は

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
発
行
事
業
を
実
施
す
る


